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もくじ

本
ほん

書
しょ

の見
み

方
かた

一
いっ

般
ぱん

的
てき

によばれる名
な

前
まえ

。かっ
この中

なか

の名
な

前
まえ

はべつ名
めい

です。

植
しょく

物
ぶつ

がぞくする科
か

名
めい

を表
ひょう

記
き

し
ました。

花
はな

が見
み

られる主
おも

な月
つき

を表
ひょう

記
き

し
ました。

植
しょく

物
ぶつ

が生
せい

育
いく

する日
に

本
ほん

のおおま
かな地

ち

いきを表
ひょう

記
き

してありま
す。日

に

本
ほん

にもともと生
は

えてい
ない植

しょく

物
ぶつ

は、「中
ちゅう

国
ごく

原
げん

産
さん

」や
「北

きた

アメリカ原
げん

産
さん

」など、原
げん

さん地
ち

を表
ひょう

記
き

しました。

植
しょく

物
ぶつ

の生
せい

活
かつ

形
けい

を表
ひょう

記
き

しまし
た。たとえば「多

た

年
ねん

草
そう

」は、
生
せい

育
いく

する期
き

間
かん

が3年
ねん

以
い

上
じょう

にわ
たる草

くさ

のことです。

萩
　は
ぎ

藤
袴
　ふ
じ
ば
か
ま

朝
貌
　あ
さ
が
お

女
郎
花  

お
み
な
え
し

尾
花
　お
ば
な

撫
子
　な
で
し
こ

葛
　く
ず
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萩
は　ぎ

秋
あき

の七
なな

草
くさ

の中
なか

でハギ（ヤマハギ）は、ゆいいつの木
き

です。
山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

の秋
あき

の七
なな

草
くさ

の和
わ

歌
か

で、一
いち

番
ばん

はじめに出
で

てきます。
ヤマハギは、どのような植

しょく

物
ぶつ

なのでしょうか？

13

ヤマハギの
ひみつをさぐろう
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えだ先
さき

の葉
は

のわきか
ら「花

か

へい（下
した

の矢
や

印
じるし

）」をのばして、
赤
あか

むらさき色
いろ

の花
はな

を
たくさんつけます。

花
はな

葉
は

野
の

山
やま

でよく見
み

られる木
き

で、チョウのような形
かたち

をした花
はな

をつけます。
地
じ

面
めん

の近
ちか

くからえだが長
なが

くのびて、高
たか

さ2mほどに育
そだ

ちます。

●マメ科
か

 ●7〜10月
がつ

 ●北
ほっ

海
かい

道
どう

〜九
きゅう

州
しゅう

 ●落
らく

葉
よう

低
てい

木
ぼく

実
み

花
はな

がおわると、平
ひら

たいだ円
えん

形
けい

の
実

み

ができます。かたいタネがひ
とつ入

はい

っています。実
み

はじゅく
すと地

じ

面
めん

に落
お

ちて、タネは土
つち

の
中
なか

で休
きゅう

みんします。

この３まいがセットになってい
る葉

は

は、１まいの葉
は

（単
たん

葉
よう

）が
小
ちい

さな３つに分
わ

かれたもので
す。このようなつくりの葉

は

を、
「３出

しゅつ

複
ふく

葉
よう

」とよびます。単
たん

葉
よう

3出
しゅつ

複
ふく

葉
よう

まるい形
かたち

の葉
は

は、３まいがセッ
トになっています。葉

は

の表
ひょう

面
めん

は
明
あか

るい緑
みどり

色
いろ

で、うら面
めん

には短
みじか

い
毛

け

が生
は

えています。

黄
こう

葉
よう

もきれいな
ヤマハギ

秋
あき

が深
ふか

まると、ヤマハギの葉
は

の色
いろ

は黄
き

から茶
ちゃ

になっていきます。冬
ふゆ

に葉
は

を落
お

とす木
き

の中
なか

には、秋
あき

にな
ると葉

は

がきれいな赤
あか

や黄
き

に色
いろ

づく
ものがあります。これは、夏

なつ

に葉
は

の中
なか

にあった緑
みどり

の色
しき

素
そ

がへってい
き、そのかわりに葉

は

の中
なか

の、赤
あか

や
黄

き

の色
しき

素
そ

が目
め

立
だ

つようになるから
です。 ▲黄

こう

葉
よう

したヤマハギ

ヤマハギのつくり くらしと
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